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P159まず、まったく回転していない場合
~P160(3.43)まで



𝑃𝑒𝑥𝑡 = 1 − 𝑀2 𝑅−4 + መ𝐽 𝑀−1 𝑅−5 + Ƹ𝑐2 𝑀(3𝛾−1)/2 𝑅−3𝛾 (3.40)

J = 0の場合を考えると、(3.40)は右図のようになる。

• 𝑀 ≦ 1(図の破線)のとき、

• 𝑀 > 1(図の実線)のとき、

𝑃𝑒𝑥𝑡に対するつりあいの 𝑅はただ1つに決まる。

この解は、𝑃𝑒𝑥𝑡の増加に伴って 𝑅が減少(内圧
が増加)するので、安定解。

𝑃𝑒𝑥𝑡に対するつりあいの 𝑅は3つ得られる。

➢ 半径が最も最も大きい解Cと最も小さい解Aは安定解

➢ 中間の半径の解Bは不安定解

解A：内圧が自己重力を支える構成に相当

解C：主に外圧によって押さえられている分子雲コアに相当



𝑃𝑒𝑥𝑡 = 1 − 𝑀2 𝑅−4 + መ𝐽 𝑀−1 𝑅−5 + Ƹ𝑐2 𝑀(3𝛾−1)/2 𝑅−3𝛾 (3.40)

図の赤い部分における 𝑅 , 𝑃𝑒𝑥𝑡を求める

J = 0, 𝛾 = 1として、 (3.40)を 𝑅で微分すると、
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このとき、(3.40)より、 𝑃𝑒𝑥𝑡は
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256 𝑀2−1 3 (3.42)

図より、外圧がこの値を超えると、3つ得られていた解のうち2つの解
はなくなり、解は1つしか残らない



(3.42)により、𝑃𝑒𝑥𝑡に対して分子雲コアに相当する平衡解Cが存在しうる
質量の上限、つまり臨界質量𝑀𝑐𝑟が得られる。
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